
（要領第５の２（１）関係）

（様式３）個別箇所評価シート 部 課
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ひのきの里
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事業

番号

事業名54545454 県営中山間総合整備県営中山間総合整備県営中山間総合整備県営中山間総合整備過疎地域等過疎地域等過疎地域等過疎地域等のののの農業農業農業農業、、、、生活基盤生活基盤生活基盤生活基盤のののの整備整備整備整備

上松町

ふりがな

箇所名

行政

改革課

意見

　農業従事者の高齢化、耕作放棄地の増大等により地域農業の維持

が困難となっており、地域農産物の特産品化や都市交流活動等によ

る地域振興を支えるため、必要となる農業生産基盤と生活環境基盤の

整備を総合的に行うものであり、重要性が高い。

　重要性が高く、必要性、緊急性も認められる。

事業実施に至る歴

史的経緯・社会的

背景

過半数賛成概ね賛成

　未整備ほ場や用排水路等の生産基盤の整備について、農業者や水利組合等から要望がある。

　今後、第5次上松町総合計画（2011年度～2020年度）との整合を確認しながら、地域の合意形成を図る。

地域からの要望経

緯

上松町は「御嶽はくさい」、「えごま」、「大豆」等を中心とした地域特産物の栽培や加工が盛んな地域であり、毎年開催される「ほ

お葉祭り」には、県内外から多くの観光客が訪れている。

また、「森林浴発祥の地」として知られる赤沢自然休養林は年間約13万人が訪れる観光地であり、最近では森林セラピーの拠点

として注目を浴びている。

しかし、農業振興においては、農産物の産地間競争の激化による販売価格の低迷や、農業従事者の高齢化に伴う農家数減少と

担い手不足が進行しており、未整備の農地では、耕作放棄地の発生や農業用施設の維持管理問題が課題となっている。
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住民や市町村の意見を計画策定
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ほ場整備換地原案18.4ha，水路測量設計5路線，

農業用用排水施設工L=100m
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農地整備

住民意見は反映していない

地域からの要望 地域住民の内発的な活動が強い

事業情報の共有

住民が計画策定に直接参加
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　20%未満

2つ以上推進している
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都市住民との交流計画

　調整中

あり（20%以上)

５年以内

都市住民との交流

都市住民との交流計画

　調整済
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ｺｽﾄ縮減の取り組みあり

集落協定を結んでいる集落

B/C　1.1以上～1.2未満

６年以上１０年以内

ｺｽﾄ縮減の取り組みなし

活性化や特色ある農業を推進す

る地元組織が活動中である

１法指定地域３法指定地域

地域活性化を推進する地元組織

設立の計画がある

住民参加の状況
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耕作放棄地率

環境・景観への配

慮項目

全員賛成

特記事項

他事業・プロジェクト

との関連

地域の合意形成

事業効果早期発現度

事業説明等の経緯

効率性

費用対効果（B/C)

2.24
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ｺｽﾄ縮減の取り組み

市町村名

受益面積

区分

区分

全体

H25年度
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要

事業内容

農業用用排水施設13路線3,040m，農道2路線1,370m，ほ場整備2工区18.4ha，

農業集落道整備2路線880m，活性化施設1箇所，用地整備1ヶ所，

情報基盤施設1式，特認1式

（　20　）

必要性

重要性

60ha以上～70ha未満

地元組織の活動はない

H29H25

事業年度

（完了年度は見込み）

２法指定地域

ランク

その他

評価項目・指標等

設計上の環境配慮項目

「地域食材」を利用した特産品開発など特色あ

る地域農業の取組み

３法指定状況

県農政の重要施策への取組み

中山間総合整備-1

　特になし。

市町村計画での位置づけ

　現在、水利組合等の受益者を中心として事業内容の周知が図られている。

　今後、事業推進協議会へと発展させて行く中で、集落単位での説明会を順次開催するとともに、広報等により全町への周知を図

る。

費用対効果（Ｂ／Ｃ）

動向不明

　中山間地域農業直接支払事業に加え、今後、農地・水保全管理支払交付金を活用し、農地の保全を図る。

　土工作業においては、希少植物が自生している範囲は表土剥ぎ取りの上、一次仮置き、移植するなどの配慮を行い、周辺環境

への影響を軽減させ事業を推進する。
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